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日 時：2010 年 4 月 13 日（火） 19:00～21:00(開場 18:45) 

会 場：文京シビックホール 3F 会議室 1 

主 催：(特活)日本国際ボランティアセンター(JVC) 

資料作成：JVC アフリカボランティアチーム 

 

 

報告者：今井高樹（JVC スーダン現地代表） 

企業に勤務するかたわら、JVC アフリカボランティアチームの活動に参加。 

その後会社を退職してアメリカの公立小学校にインターンとして勤務、 

内戦等を逃れてアメリカに移住してきたアフリカの子どもたちに出会う。 

日本への帰国を機に JVC にスタッフとして参加、スーダン現地代表に。 

2007 年以来、南部スーダンの中心都市ジュバに駐在。 

「「「「岐路岐路岐路岐路にににに立立立立つつつつスーダンスーダンスーダンスーダン」」」」    

――――南部独立南部独立南部独立南部独立とととと和平和平和平和平のののの狭間狭間狭間狭間でででで――――    
事前資料事前資料事前資料事前資料    

 



 

 

 



１１１１．．．．    略年表略年表略年表略年表 
 

西暦 350 年代中頃 スーダンの地域内にいくつかの小国が現れ、キリスト教ヌビア文化を発展させる。 

600 年代中頃 ムスリムのアラブ人が徐々にスーダンに移住、イスラームが浸透するとともに、先住民と

の混血が進む。 

1821 年 エジプトのムハンマド・アリー朝により、スーダンが征服される。エジプトによる奴隷狩

りが行われ、南部の奴隷狩りには北部のアラブ系スーダン人も使われた。 

1885 年 ムハンマド・アフマドを指導者とするマフディ運動が起こり、北部スーダンを制圧、マフ

ディ国家が建国される。 

1898 年 イギリス・エジプト連合軍がマフディ国家を制圧し、スーダン全土がイギリス・エジプト

の共同統治下に置かれる。イギリスは南北の分断政策を採った。 

1944 年 北部でスーダン独立への機運が高まる。イギリスは独立へ向け立法議会の設立を決める。 

1947 年 ジュバ会議が開催され、南部スーダン人の立法議会への参加が決まる。 

1955 年 南部人兵士の反乱が発生、各地に拡大し、第一次スーダン内戦が勃発する。 

1956 年 1 月 1日 スーダン共和国が独立する。 

1958 年 クーデターによりイブラヒム・アブード軍事政権が誕生する。軍事力によって南部の反乱

を抑える政策を採り、南部では反発が強まる。 

1965 年 2 月 内閣改造により、ウンマ党などの伝統勢力が内閣の多数を占める。 

1965 年 3 月 円卓会議が開催され、南北対立の問題を解決すべく南北の代表者による話し合いが行われ

る。その後 12 人委員会が設置され、南北それぞれの委員による話し合いが続けられる。 

1965 年 3 月 総選挙により連立政権が誕生するが、諸党派による争いが続く。 

南部でもこの時期、反乱勢力の離合集散が繰り返される。 

1969 年 クーデターによりモハメド・アン＝ヌメイリを議長とした革命最高評議会が発足する。ク

ーデターの支援勢力は共産主義者とアラブ民族主義者であった。 

1970 年 アン＝ヌメイリ政権は、自由経済の推進と、アメリカとの関係強化に政策を転換、共産党

との協調行動を断念した。背景には、内戦を主要因とした経済情勢の悪化、エジプトの経

済自由化があった。 

1971 年 7 月 19 日 アターを中心とした共産党系の軍将校がクーデターを起こすも、イギリス・エジプト・リ

ビアの干渉により、政権は 3 日後にヌメイリに戻る。 

1972 年 2 月 政府と、アニャニャを中心に南部の諸勢力で組織された南部スーダン解放運動（SSLM）と

の間で、和平協定（アディス・アベバ協定）が締結され、第一次スーダン内戦が終結する。

協定には、南部自治権の容認が含まれた。 

1973～76 年 反政府勢力が活発に活動、クーデター計画、未遂事件などが頻発する。 



1974 年ごろ 南部スーダンの二大事業、石油採掘とジョン・グレイ運河建設が始まる。 

1977 年 7 月 民族和解が行われ、アン＝ヌメイリ政権はウンマ党と和解する。このとき、後の民族イス

ラーム戦線（NIF）が政権に加わり、アン＝ヌメイリ政権は徐々にスーダンのイスラーム化

を目指す。 

1983 年 3 月 第二次内戦が勃発する。同 7 月、ジョン・ガランの下、第二次内戦の主要な反政府勢力で

あるスーダン人民解放軍／運動（SPLA/M）が組織された。 

1983 年 9 月 イスラーム法が施行される。非ムスリムは適用対象外だったが、実際には北部の非ムスリ

ムにも、禁酒などの規則が課せられた。一方南部には大きな影響はなかった。 

1985 年 4 月 6日 クーデターによりアン＝ヌメイリ政権崩壊。暫定軍事評議会が政権を握り、ブデル・ラー

マン・スワル・アッ＝ダハブ将軍が議長となった。 

1986 年 4 月 軍事評議会から民政移管され、選挙が行われる。ウンマ党のアル＝マフディを首相とした

連立政権が立ち上がったが、政情は安定せず、連立内閣は数回にわたり解散、改造を繰り

返した。 

1989 年 政府と SPLA/M、国連の三者合意の下、スーダン生命線作戦（OLS）が開始され、スーダン

南北で人道支援活動がおこなわれる。 

1989 年 6 月 30 日 下級将校のクーデターにより、オマル・アル＝バシール政権が誕生する。クーデター後、

民族イスラーム戦線（NIF）が少数与党として権力を握った。 

1993 年 スーダンは、アメリカにテロ支援国家に指定される。世界貿易センタービル爆破事件への

関与、国際テロ組織への支援などが指定の理由とされている。 

1993 年 政府間開発機構（IGAD）による和平調停が開始される。 

1997 年 アメリカによる経済制裁が開始される。 

1998 年 8 月 20 日 アメリカによるミサイル攻撃で、スーダンの製薬工場が破壊される。アル＝カイーダが行

った、ケニア、タンザニアにあるアメリカ大使館爆破事件への報復攻撃であり、攻撃対象

は化学兵器工場だと主張した。 

1999 年 ヘグリグ－ポート・スーダン間のパイプライン敷設が完了、石油輸出を開始する。以降、

スーダンの経済状況は改善する。 

2005 年 1 月 9日 政府と SPLA/M の間で、南北包括和平合意（CPA）が合意され、第二次南北内戦が終結する。 

2005 年 7 月 30 日 ジョン・ガランが事故死する。SPLA/M のナンバー２、サルバ・キールが暫定政府の第一副

大統領、南部自治政府の大統領に就く。 

2008 年 4 月 2009 年の大統領選挙、国民議会選挙などに向け、国勢調査および住民登録が行われる。 

2009 年 3 月 4日 国際刑事裁判所（ICC）は、アル＝バシールに対して、ダルフールにおける人道に対する罪

により逮捕状を発行する。その報復として、ダルフールで活動する NGO13 団体が国外に追

放される。 

今後の予定 2010 年 4 月に大統領選挙、国民議会選挙、2011 年に南部独立投票をおこなう。 



２２２２．．．．    トピックトピックトピックトピック 
 

� 分分分分断政策断政策断政策断政策 

イギリス・エジプトの共同統治下、スーダンでは国を南北に分けての分断統治がおこなわれました。1930

年、南部政策が実施されて以降、分断はより厳しくなります。南部からアラブ・イスラーム要素が徹底し

て排除され、特にアラビア語は徹底して排除されました。それに代わって、共通語として英語の使用が奨

励され、部族の法や慣習、固有の言語が重視されました。そして南部地域は、意図的に低開発状態に置か

れます。 

南部政策の実施には、キリスト教宣教師が深く関わっています。1900 年代初頭より南部各地での布教活

動、ミッション・スクールでの南部人の教育を始めました。この結果、1940 年頃までには、エリート層な

ど南部人の一部が、英語やキリストを受け入れ、親ヨーロッパ的になりました。 

北部でも、東部の紅海沿岸、西部ダルフール地方、ヌバ山地などは、南部同様、低開発状態に置かれま

した。 

 

� 第第第第一一一一次内戦次内戦次内戦次内戦 

スーダンの独立に向けた動きは、南北の十分な合意のないまま進み、北部人が権力を握る独立後の体制

が作られます。1955 年、北部人支配に対する南部住民の抗議デモが南部人兵士の反乱に発展し、内戦が始

まりました。南部の反政府勢力の目的は、南部スーダンの独立・連邦化です。 

当初は小規模だった反乱も、アブード政権の弾圧と、それに対する反発で激化します。反政府勢力では

アニャニャが、民衆の支持と他国からの武器を得て力を持ちました。ラグは、アニャニャを中心に南部の

諸勢力を統一し、南部スーダン解放運動（SSLM）を結成します。他の南部指導者たちは、その政治組織

を解散しました。南部にようやく、対話の基盤が作られます。 

長引く内戦で両勢力が疲弊していく中、南部人の北部政府閣僚アベル・アリエルの尽力により、世界教

会評議会（WCC）と全アフリカ教会会議（AACC）の仲介を得、北部政府と SSLM は対話のテーブルに着

きます。1972 年、アディス・アベバ協定の締結により、第一次内戦は終結します。 

この和平合意では、南部は自治州ではないが、自治を許され、独自の地域議会と、高等行政評議会を設

置します。しかし和平後、南部の財政は中央政府に依存せざるをえず、社会経済開発のための予算も中央

政府で操作されました。 

 

� 第第第第二二二二次内戦次内戦次内戦次内戦 

第二次内戦は、1983 年 5 月に勃発しました。内戦の原因は、依然として変わらぬ北部政府主導の政治、

遅々として進まない南部の開発計画、反政府勢力から政府軍に組み込まれた南部人兵士の冷遇などにより、

南部人たちに不満が募ったことにあります。 

内戦の主要な勢力は、スーダン政府軍と、ジョン・ガラン率いるスーダン人民解放軍／運動（SPLA/M）

です。ガランは南部の独立ではなく、統一スーダンとしての南北問題を含む諸問題の解決を目指していま

した。 

当初は、エチオピアの支援を受けた SPLA/M が、内戦を有利に進めます。しかし 1991 年、エチオピア

のメンギスツ政権が倒されると、SPLA/M は外からの支援を失い、弱体化します。SPLA/M は分裂し、そ

の後南部の諸勢力は離合集散を繰り返しながら、南部の勢力同士で争いが展開されました。政府も、反



SPLA/M 勢力への支援を行いました。一方政府側へは、1976 年頃からアメリカが武器を供給しており、1989

年まで 3 億ドル以上の武器を供給しました。アル＝バシール政権誕生後は、アメリカからの輸入はなくな

り、代わって中国が大量の武器を供給し始めました。石油の採掘権での取り引きもおこないました。 

1990 年代後半に入ると、アメリカはエチオピア、エリトリア、ウガンダを支援し、間接的にスーダン政

府に軍事圧力をかけると共に、それらの国を通じて SPLA/M を支援しました。これにより、SPLA/M は体

勢を立て直します。同時期、南北の諸勢力が結びつきを強めます。SPLA/M は国民民主連盟（NDA：ウン

マ党、民主統一党、スーダン共産党などの北部の諸政党、労働組合などからなる北部の反政府勢力）と、

政府は南部の反 SPLA/M 勢力・反乱勢力と、それぞれ協力体制を作ります。この頃の内戦は、北部対南部

ではなく、スーダン全土における政府対反政府勢力という図式になります。 

1989 年以降、和平へ向け、さまざまな組織が調停を試みました。アメリカの積極的な介入もあり、2002

年、スーダンとその周辺国で構成された政府間開発機構（IGAD）のプロセスが進展を見せ、2003 年に政

府と SPLA/M の間でマチャコス合意が結ばれます。そして 2005 年、政府と SPLA/M の間で CPA が調印

され、22 年間に及ぶ内戦は終結しました。この内戦による死者は 200 万人以上、発生した国内避難民は

400 万人、難民は 40 万人にも上ると言われています。 

 

� 南北包括和平合意南北包括和平合意南北包括和平合意南北包括和平合意（（（（Comprehensive Peace Agreement、、、、CPA）））） 

2005 年 1 月 9 日、スーダン政府と SPLA/M の間で、和平合意が交わされました。合意の主な内容は、

以下の通りです。 

1. 自治権を有する南部スーダン政府の成立 

2. アル＝バシールを大統領、ジョン・ガランを第一副大統領とする暫定政府の発足 

3. 大統領選挙、議会議員選挙の実施（2009 年実施予定→2010 年 4 月に延期） 

4. 南部スーダンの独立を問う住民投票の実施（2011 年実施予定） 

5. 南部の宗教的自由（イスラム法の不適用） 

6. 南部スーダンで産出される石油収入の南北原則均等配分 

CPA は、政府と SPLA/M との間のみで結ばれたもので、NDA などの北部の反政府組織、南部の反・非

SPLA/M 組織、ダルフール地方・東部紅海沿岸の反政府組織は、CPA から除外され、和平から置き去りに

されています。 

CPA では、2011 年の住民投票までのロードマップが定められています。現在に至るまで継続して履行さ

れていますが、アビエイ境界や住民投票法、国勢調査などにまつわる問題があり、プロセスは遅延してい

ます。 

 

� ダルフールダルフールダルフールダルフール紛争紛争紛争紛争 

スーダン西部のダルフール地方は、植民地時代から現在に至るまで低開発状態に置かれ、それに反発し

て度々武力闘争をおこなってきました。2002 年、スーダン西部のダルフール地方の反政府勢力が開始した

武力闘争は、2003 年より激化、政府からの支援を受けたアラブ系民兵組織ジャンジャウィードにより、大

規模な虐殺、村落の破壊が行われます。反政府勢力は闘争開始と同時に、政府と SPLA/M で行われている

和平交渉への参加を要求しましたが、受け入れられませんでした。 

ダルフールの主要な反政府勢力は、隣国チャドより支援を受けていました。一方スーダン政府も、ダル

フール地方からチャド東部にかけて勢力を持つ、チャドの反政府勢力を支援しており、2 国間の対立とい



う面も併せ持っていました。 

2009 年 3 月 4 日、国際刑事裁判所（ICC）は、アル＝バシールに対して、ダルフール紛争における人道

に対する犯罪及び戦争犯罪の容疑に関する逮捕状を発行しました。その報復として、スーダン政府はダル

フールで活動する NGO80 団体のうち、13 団体を国外に追放しました。これにより人道支援活動の規模は

大幅に縮小し、多くの避難民が影響を受けています。 

この紛争により、2002 年から現在までに、約 20 万人の死者、約 200 万人の難民・国内避難民が発生し

たと言われています。 

 

� 石油石油石油石油 

1975 年、南部で油田が発見され、石油開発計画が立ち上がります。南部で採掘した原油をパイプライン

でポート・スーダンまで運び、輸出する計画でした。南部人は石油収入からの利益を期待しますが、政府

は石油採掘地を北部に編入しようとするなど、南部を無視した動きをとります。 

石油の採掘事業には、当初米シェブロン社が加わっており、スーダンの石油は彼らが発見しました。シ

ェブロン社は第二次内戦開始後も開発を進めましたが、アル＝バシール政権誕生によりスーダンとアメリ

カの関係が断たれると同時に操業を停止、1992 年には油田の権利を格安でスーダン政府に売り渡さざるを

得なくなります。代わってカナダ、中国、マレーシアが、石油開発に大きな資本を投じます。 

スーダンは以前から、中国から武器を購入しており、石油採掘権での取引ができるようになると、さら

に貿易の規模が大きくなります。マレーシアからの投資には、同じイスラーム国家として、スーダンを支

援するという意味合いもあります。 

石油開発が再開すると、油田地帯はしばしば第二次内戦の戦場となりました。SPLA/M は開発を止める

ため油田地帯を攻撃し、そこを守る政府軍との間で戦闘が行われました。 

1999 年、南部のヘグリグ－ポート・スーダン間のパイプラインが完成して以降、スーダンは中規模の産

油国となりました。 

日本は、九州電力・関西電力が、2005 年にスーダンからの石油輸入を取りやめました。しかし、他の電

力会社は、未だにスーダンからの輸入を続けており、スーダンからの石油輸入量は、中国に次いで世界第

２位となっています。 

 



３３３３．．．．    用語解説用語解説用語解説用語解説 
 

� 暫定統治地域暫定統治地域暫定統治地域暫定統治地域 

スーダン南北の境界線上にあるアビエイ、南コルドファン州、青ナイル州は、CPA において、暫定統治

地域とされました。2011 年、アビエイは南北どちらに帰属するかの住民投票を行います。同時に、南コル

ドファン州、青ナイル州は、CPA に基づく暫定統治のあり方を CPA の期間（2011 年まで）が終了した後

も続けるかどうかを住民に問う住民投票（popular consultation）を実施する事になりました。 

この地域は、歴史的に北部に属するものの、第二次内戦中は政府、SPLA/M 両軍から略奪、徴兵の対象

とされ、一部地域は SPLA/M が実効支配していました。 

またアビエイは、スーダン内有数の石油産出地であり、またヘグリグ－ポート・スーダン間の石油パイ

プラインが通っているため、資源を確保する上で重要な地域となっています。 

 

� ヌバヌバヌバヌバ山地山地山地山地 

ヌバ山地は南コルドファン州にあります。行政上は、伝統的に北部スーダンに含まれていますが、非ア

ラブ系の 50 以上の民族集団が住んでいます。その総称として北部人が呼んだ名が、ヌバです。ヌバ人は、

1989 年には 130 万人以上いたと推定されています。 

第一次内戦では、SPLA/M が 1985 年からヌバで活動を開始し、ヌバから SPLA/M に自主的に参加する

者も多くいました。政府軍は、伝統的にヌバと土地争いをおこなってきたアラブ系のバッカーラ人に武器

を与え、ヌバを攻撃させました。ヌバの抵抗は激しくなり、戦闘は激化します。 

ヌバ山地には機械化農業の適地があり、また南部の油田から北部へのパイプラインの敷設地帯であった

ため、内戦において重要な地域と見なされました。 

政府は、ヌバをイスラーム化するため、関与を強めます。ヌバのエリート層の処刑、ヌバ人全体の新し

い村への再定住政策、ヌバ山地の掃討作戦などが行われました。そのなかで、多数のヌバ人が犠牲となり、

また政府の民兵として徴兵されました。 

 

� 民兵民兵民兵民兵 

第二次内戦では、政府軍、SPLA/M とも、多くの民兵を動員しました。政府に徴兵された民兵は、正規

の軍隊とは別に、大衆防衛軍（PDF）と呼ばれていました。民兵の徴兵は、地方の集落のほか、難民キャ

ンプでもおこなわれ、両軍とも、ときに強制的に徴兵することもありました。徴兵された側も、武器を得

てから離脱する者、政府軍／SPLA/M 内で勢力を持ち、組織の命令に従わず独自に動く者など、さまざま

な様相が見られました。 

このような民兵への武器供給を通して、スーダン南部の農村地域に、武器が広く行き渡ることとなりま

す。 

 

� DDR 

DDR とは、武装解除・動員解除・社会復帰（Disarmament, Demobilization, Reintegration）の略称で

す。平和構築活動の主要なプロセスであり、このプロセスの進捗から、内戦終結後、人々の生活がどこま

で元に戻ったかが窺えます。 

スーダン内戦では民兵への武器供給が広く行われたため、多くの農村が武装しています。これにより、



古くから散発的に発生していた、民族間の戦闘による被害が激増しました。武装解除は、治安上大きな課

題となっています。 

動員解除は 2009 年 2 月から始まりました。若いうちから徴兵された人々は、戦闘以外に生活する術を持

たず、社会復帰への道は困難です。 

 

� アラブアラブアラブアラブ系系系系スーダンスーダンスーダンスーダン人人人人 

アラブ系スーダン人は、スーダン北部の大多数を占める民族です。独立以来、スーダンの政治権力を握

り、経済的にも他の民族の上位に位置しています。彼らのほとんどは、アラブ人移住者とスーダン地域の

先住民の混血者の子孫です。スーダンは、中東・北部アフリカのアラブ文化圏と、サブサハラの東アフリ

カ文化圏の境界に位置しています。アラブ人は、イスラームよりも先に、スーダンにやってきていました。

現代まで続く長い歴史の中、北部では、混血と共にアラブ文化の浸透が進みました。現在のアラブ系スー

ダン人は、アラビア語を母語とし、ムスリムであり、アラブ文化を身につけながらも、アフリカ的な要素

も持っており、他の中東諸国に住むアラブ人とは異なります。 

 

� スーダンスーダンスーダンスーダン生命線作戦生命線作戦生命線作戦生命線作戦（（（（OLS）））） 

1989 年、政府と SPLA/M、国連の三者合意の下、国連の主導による人道支援活動が開始されます。スー

ダン生命線作戦（OLS）と名づけられたこのプロジェクトにより、国連機関を中心に多数の NGO が、ス

ーダン国内で活動を始めました。支援の対象には、内戦により被害を受けた南部のほか、ハルツーム近隣

で激増した国内避難民も含まれます。 

このなかで、政府、SPLA/M とも援助物資の略奪・中間搾取をおこないます。配給された食糧は、武器

取引にも使われました。 

南部ではまた、教会が食糧の配布を始めます。食糧は国外の教会組織から持ち込まれますが、その際に

は SPLA/M の許可が必要となり、結果として食糧は SPLA/M のコントロール下に置かれ、その多くが

SPLA/M に徴発されました。この食糧配布により、スーダンでは教会に来る人が増え、教会数も飛躍的に

増加しました。 

 



４４４４．．．．    人物解説人物解説人物解説人物解説 
 

� オマルオマルオマルオマル・・・・アルアルアルアル＝＝＝＝バシールバシールバシールバシール 

現スーダン大統領。1989 年、軍事クーデターにより政権を掌握し、その後現在まで大統領を務める。ク

ーデター当時の階級は准将であった。クーデター後、イスラーム原理主義組織である民族イスラーム戦線

（NIF）のハッサン・アル＝トゥラビとの関係を深めた。アル＝バシール政権はイスラーム法の適用など、

国内のイスラーム化を進めるが、その背景にはアル＝トゥラビからの影響が色濃くあるとされている。 

その一方、石油開発・輸出などの経済開発も推し進め、危機的な状況にあったスーダン経済を、ある程

度立て直した。 

1999 年、アル＝バシール政権はその方針を転換し、強硬なイスラーム化政策を取らなくなる。トゥラビ

は政権から追われた。 

アル＝バシールはその後も中東アラブ社会からの支援を受け、現在まで政権を維持している。しかし、

スーダン南部、ダルフール地方など、国内の経済格差と、それに起因する対立は、未だに解決することが

できていない。国内では、限られた地方で開発を進めることで支持を得ている面もあり、その手法は開発

独裁とも言われている。 

 

� ジョンジョンジョンジョン････ガランガランガランガラン 

SPLA/M 設立当初からの指導者。大学を卒業後、アニャニャに加わり、第一次内戦を戦う。内戦終結後

はアニャニャと共に政府軍に吸収され、1983 年には大佐となっていた。 

1983 年、SPLA/M を立ち上げ、スーダン政府に対する武力闘争を開始する。SPLA/M は、”New Sudan”

というビジョンを掲げ、統一スーダンとしての南北問題を含む諸問題の解決を目指した。 

SPLA/M は当初ディンカ人の組織で、ガラン自身もディンカ人であった。その内部では、常にガランが

大きな権力を持っていた。SPLA/M 内部には腐敗もあり、ガランを筆頭に幹部の多数が、豪邸に住み、豪

勢な生活を営んでいた。 

アメリカへの留学経験を持つガランは、”ユニティ”、”自由”などといった西洋的なスローガンを掲げてい

た。演説に長け、カリスマ性を備えたガランに、人々はスーダンの新たな指導者としての期待を寄せはじ

めた。2005 年 1 月の CPA 調印前後から、ガランへの期待は大きく膨らんだ。それは、南部の市民からだ

けでなく、スーダン全体の市民からの期待であった。 

2005 年 7 月、ヘリコプター事故により死亡。そのニュースが報道された 8 月 1 日には、ハルツームで南

部人と北部人の衝突する暴動が発生した。この暴動による死者は 70 名と、ハルツームがこれまでに経験し

たことのない大規模なものとなった。 

ガラン死亡後、サルバ・キールが暫定政府の第一副大統領、南部自治政府の大統領を引き継ぐが、ガラ

ンの掲げた新スーダンというビジョンに対して、市民の期待はしぼんでしまった。 

 

� サルバサルバサルバサルバ・・・・キールキールキールキール 

現スーダン第一副大統領、南部自治政府大統領。ガランや SPLA/M 幹部の多くと異なり、キールは腐敗

とは無縁な人物として知られており、2004 年 11 月～12 月、スーダン南部のルンベックで行われた SPLA/M

の会議において、ガランをはじめ SPLA/M 内部の腐敗について批判を行った。またこの席で、当時緊張関

係にあったガランの個人支配についても批判を行っている。二人の対立は、この会議で一応の収束を見た



とされている。 

2005 年、ガラン死亡時にはナンバー２の地位におり、現職を引き継いだ。就任当時は、ガランと比較し

て政治的技量は期待できないのではないかと見られていた。キールは、ガランの”New Sudan”、”自由”、 

”平等”などのビジョンを引き継ぎ、忠実な後継者として活動している。ガランの進めていた CPA について

も、逸脱することなく和平プロセスを進めている。 

 

 

５５５５．．．．    参考文献参考文献参考文献参考文献ごごごご紹介紹介紹介紹介 
 

・ 『スーダン―もうひとつの「テロ支援国家」』富田 正史、第三書館、2002 年 

・ 『スーダンにおける国民統合』富田 正史、晃洋書房、1992 年 

・ 『民族紛争を生きる人びと―現代アフリカの国家とマイノリティ』栗本 英世、世界思想社、1996 年 

・ 「「包括和平協定」成立後のスーダン - 現状と展望 - 」栗田禎子、『アフリカレポート 2006 年 3 月 

No.42』掲載 

http://www.ide.go.jp/Japanese/Publish/Periodicals/Africa/042.html （2010/4/2 アクセス） 

・ 『チャドの不安定化とダルフール紛争』武内進一、『アフリカレポート 2008 年 9 月 No.47』掲載 

http://www.ide.go.jp/Japanese/Publish/Periodicals/Africa/pdf/200809_03.pdf 

・ 「南部スーダン再訪記 - 内戦終結を目前にした解放区の現状」栗本英世、『アフリカレポート 2004 年 9

月 No.39』掲載 

http://www.ide.go.jp/Japanese/Publish/Periodicals/Africa/pdf/2004_09_kurimoto.pdf 

・ 『アフリカの「個人支配」再考』佐藤 章編、第４章「ジョン・ガランにおける「個人支配」の研究序説」

栗本英世、2006 年 

http://www.ide.go.jp/Japanese/Publish/Download/Report/pdf/2005_04_10_04.pdf 

・ 難民を助ける会 30 周年記念シンポジウム「南北和平から 4 年 南部スーダン復興の現状と課題 ～国際

社会の一員として私たちは何をすべきか？～」報告資料 

http://www.aarjapan.gr.jp/lib/event/img/event0901_sudansymporeport.pdf 

・ 平成 15 年度 外務省委託研究「紛争予防」、第 6 章「「上からの平和」と「下からの平和」―スーダン内

戦と平和構築」栗本英世、2004 年 

http://www2.jiia.or.jp/pdf/global_issues/h15_funsou-yobou/6_kurimoto.pdf 

・ 武内進一編『アフリカにおける紛争後の課題』調査研究報告書、第４章「スーダンにおける「紛争後」

平和構築 ─一つの「国家」、二つの「紛争」、多様な「課題」─」篠田英朗、2007 年 

http://www.ide.go.jp/Japanese/Publish/Download/Report/pdf/2006_04_15_04.pdf 

・ 岡崎彰「『銃』と『笑い』－アフリカの或る二つの『開放運動』」、『神奈川大学評論』 通巻 45 号、神奈

川大学、2003 年 

 

 

 



６６６６．．．．    JVC のののの活動活動活動活動 
 

2005 年に内戦が終結してから 2009 年まで、スーダンでは国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）により、

難民となった人々の故郷への帰還が進められてきました。しかし、無事帰還を果たしても、道路や水、電気、

医療などの社会資本は再建途中で、生活基盤は不安定です。このため多くの国連諸機関・NGO が帰還支援や復

興支援を行っています。JVC は、2006 年から 2010 年 3 月まで、車両整備技術を通して、帰還と復興への後方

支援を行い、帰還と復興の支援をしてきました。 

 

� 車両整備車両整備車両整備車両整備：：：：難民帰還難民帰還難民帰還難民帰還のののの後方支援後方支援後方支援後方支援（（（（ジュバジュバジュバジュバ）））） 

帰還事業や復興支援事業を実施する UNHCR、南部スーダン政府救援・復興委員会（SSRRC）、そして

NGO の各機関が用いている車両の整備によって、帰還や復興を支える事業です。工場の機能回復、運営体

制の改善などにより、工場への入庫台数が増え、2008 年における１ヶ月の入庫台数は平均 50 台を越えま

した。 

また、地雷撤去、井戸建設・給水、学校再建など、地域の復興・再定住支援に携わる団体の車両も受け

入れています。これらの車両は、道路の状態が比較的整えられた都市周辺ではなく修理工場のない地方の

悪路を走っていたため、難しい修理が多くなりますが、JVC の工場ではすべて再度走行可能な状態にして、

各団体の活動現場に戻しました。 

2009 年末、パートナーであり、以前の工場運営主であるスーダン教会評議会（SCC）に工場を返還し、

事業を終了しました。終了までに修理した UNHCR の車両は、累計 1,053 台に上ります。 

 

� 技術研修技術研修技術研修技術研修：：：：復興支援復興支援復興支援復興支援にににに貢献貢献貢献貢献できるできるできるできる人材育成人材育成人材育成人材育成（（（（ジュバジュバジュバジュバ）））） 

整備工場では、スーダンの若者を研修生として受け入れ、復興を担う人材の育成をおこなっています。

生活に、また国づくりに不可欠な、車両の知識と高い修理技術を身につけた整備士を、南部スーダンに送

り出しています。 

研修の卒業生は、2008 年末に修了した第一期生が 14 名、2009 年末に修了の第二期生が 18 名、短期研

修を含めて累計約 40 名の研修生教育をおこないました。 

JVC の本事業も、2009 年に終了しました。研修はスーダン教会評議会に引き継がれ、新たに 10 名が研

修を開始しています。 

 

上記の二つの事業は、2009 年度をもって終了しました。現在 JVC では、地域社会の平和構築をテーマとし

た事業を検討中です。南コルドファン州を事業候補地として、2009 年から調査を進めています。 

 

 

特別非営利活動法人 日本国際ボランティアセンター 

〒110-8605 

東京都台東区東上野 1-20-6 丸幸ビル 6Ｆ 

電話：03-3834-2388 

メール：info@ngo-jvc.net 

ホームページ：http://www.ngo-jvc.net/ 


